





































































































置かれた者たち（those who are detained in purgatory）は我々のとりなしの祈り（suffrages）
を求めるために聖者のもとに現れることもある。











『ハムレット』の亡霊の特異な点は、『ジュリアス・シーザー』（The Tragedy of Julius Caesar,




















































































リウス・アグリッパ（Heinrich Cornelius Agrippa von Nettesheim, 1486-1535）の『オカルト哲学』


















































Three Books of Occult Philosophy, p.195
「ああ、心よ、しっかりしろ。（Hold, hold, my heart）」と言うように、ハムレットは亡霊の登場
によって先王の記憶をよみがえらせ、『魔女へ与える鉄槌』のいうところの「突然の変化と




















































































が出版されたフランスの医者アンドレ・デュ・ローランス（André Du Laurens, 1558-1609）の医























顔は真っ青、膝をがくがくさせ（イ）（his knees knocking each other）
悲しげな眼差しで

























ベス朝のメランコリー』（On Elizabethan Melancholy, 1929）の中で、同時代のメランコリーの典
型的なタイプとして、（1）恋に破れた者（The Forlorn Lover）、（2）政治的不満者（The Political
Malcontent）、（3）知的な者（The Intellectual）の三つを挙げているが、いみじくもハムレットはこ
れらすべての可能性を周りの人間に信じこませようとする。ポローニアス（Polonius）が早く
も第 2幕第 2場において、「これは恋ゆえの狂乱に違いありませんな。」（This is the very ecstasy
of love）と定義するように、ハムレットはオフィーリアへのかなわぬ恋ゆえに「狂ってい
る」様子を演じながらも、ローゼンクランツ（Rosencrantz）とギルデンスターン（Guildenstern）







気違い以外の何ものでもない」（to define true madness, / What is’t but to be nothing else but mad.第 2幕
第 2場 93-94行）とすれば、ハムレットの狂気の正体など、追及すること自体が馬鹿げている。
このような、エリザベス朝の流行語といってもいい、ハムレット型のメランコリー気質
（Melancholic Complexion）の典型としては、『お気に召すまま』（As You Like It, c.1599-1600）のジェ























図版 2は、ロバート・バートン（Robert Burton, 1577-1640）






























































































姿とは明らかに異なっている。悲しげな眼差し（a look so piteous）は、狂気が荒々しく覗き
こむ眼（your eyes your spirits wildly peep）と逆立つ髪に変わり、地獄（hell）は戦場へ、そして
青白いシャツ（pale as his shirt）のような顔、はだけた服装は今や兵士（soldier）の軍服へ。そ








































































































する多くの医学書が出版され、1590 年代後半にベン・ジョンソン（Ben Jonson, 1572-1637）の










１）Sigmund Freud, The Interpretation of Dreams (1900), Penguin Freud Library 4, pp. 366-8.
２）Greenblattによるシェイクスピアの新歴史主義解釈については Stephen Greenblatt, Renaissance Self-
Fashioning: From More to Shakespeare (Chicago University Press, 1980)を参照せよ。






６）他の prologue ghostとしては、The Misfortunes of Arthur (Thomas Hugh), The True Tragedy of Richard,
Fuimus Troes, The Battle of Alcazar (Robert Peele)などが、悪魔起源と思われる亡霊表象は The Atheist’s
Tragedy, The White Devil, The Witch of Edmonton, The Unnatural Combat, The Changelingが挙げられる。



















17）Here no medicine, no purgation, no cordiall, no tryacle or balme are able to assure the afflicted soule and trem-
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